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2022年度から「地理総合」が必履修科目とな
り，高校における授業が実際に実施されるように
なった。そのようなタイミングで，新しく導入さ
れた高校での GIS教育を掘り下げた書籍が必要
との考えから，本書の出版は企画された。
本書のセールスポイントについては，はしがき
に編者が自ら書いているので引用すると，本書の
特徴は，「地理総合」の大項目「A　地図や地理
情報システムで捉える現代世界」に対応し，GIS
教育の基礎知識，授業実践，評価方法を具体的に
解説している点である。特に本書が注目したのは，
科目新設と同時に導入された 3観点での評価（知
識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取
り組む態度）であり，高校の現場で実際に行われ
ている評価方法や課題を説明している。
本書は 3部構成になっている。第 1部は，「地

理総合」における GISの基礎知識と教育支援に
関する内容であり，3章からなる。
第 1章では，学習指導要領の改訂の歴史，「地

理総合」必履修化の背景，「地理総合」における
GIS教育の位置づけなどが解説されている。第 2
章では，国土地理院が提供している地理教育支援
として，「地理教育の道具箱」「地理院地図」の機
能充実，「ハザードマップポータルサイト」，あら
たな地図記号「自然災害伝承碑」などが紹介され
ている。防災に関するコンテンツが充実している
印象であるが，これは第 1章でも解説されてい
る防災教育の重要性の認識が，地理総合必履修化
の背景にあったことを反映していると思われる。
第 3章の前半部では，2007年の「地理空間情報
活用推進基本法」施行以来の，日本における地理
空間情報の整備と蓄積などの経緯が解説される。
こうした GISに関する社会インフラの構築があっ
て，高校の必履修科目としての GIS教育が可能
となっているのだといえる。加えて，文部科学省
の「GIGAスクール構想」の推進による ICT環

境の整備も，それを大きく後押ししているといえ
る。そして後半部では，「地理総合」の教科書に
おける GISに関する記載について批判的検討を
行っている。
第 2部は，高校の教育現場における具体的な

授業や評価の取り組みを紹介しており，5章から
なる。
第 4章は，ICTを活用した防災に関するアク

ティブラーニング型授業の実践例として，「地理
院地図」「重ねるハザードマップ」「jSTAT MAP」 
などの webGISの活用，および高校生が教える側 
になった防災教育のモデル授業の実施について報
告している。第 5章は，中学 1年と高校 1年の地 
理における GISの段階的導入例として，中学 1
年での「今昔マップ on the web」「重ねるハザー
ドマップ」「RESAS」の閲覧を通した身近な地
域の学習，高校 1年（地理総合）での，「jSTAT 
MAP」「ジオグラフ」を用いた統計分析と地域課
題の考察，および「earth」を用いた webGIS操
作による気候現象の理解について紹介している。
第 6章は，「地理総合」の開始とともに高校で
も導入された観点別評価のための具体的な取り
組みとして，「地理院地図」「RESAS」「重ねるハ
ザードマップ」を用いた実習授業における生徒が
学習の達成度を 4段階で自己評価するルーブリッ
ク（評価基準）の提示，および「知識・技能」「思
考力・判断力・表現力」「主体的に取り組む態度」
の観点別評価のルーブリックを生徒と共有する試
みを紹介している。第 7章は，フリーの webGIS
とは異なり，さまざまな地図表現や分析などの操
作が可能なデスクトップ GISソフトウェアを用
いた，地理的技能と地理的な見方・考え方を要求
する学習を含む一連の授業実践例と，その観点別
評価の具体例である。
第 8章では，まず「地理総合」の授業や評価の

実施実態に関する高校教員へのアンケート調査結
果を分析している。次に，紙地図による主題図作
成演習例や，「Google Earth」「earth」「Flight-
radar 24」「Marine Traffic」といった web地図
の授業での活用例，そして 3つの観点別の総括
的評価と形成的評価の具体例を提示している。
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第 3部は，「地理総合」に対応した大学での教
員養成の授業例や地図リテラシーについての内容
であり，3章からなる。
第 9章では，大学の教職課程の現状，中学校社
会科・高校地理歴史科の教職課程における GIS
教育の必要性，教職科目における GIS実習授業
の例などが述べられている。第 10章では，より
高度な地理空間情報活用スキルを身に付けた教員
志望の学生育成のための，大学での ICTや AI，
VRなどの先端技術教育の必要性に触れ，大学の
地理学講義で実施した GISと VRを援用した防
災・減災教育の例，および高校の授業へのその適
用と効果について述べられている。第 11章では，
地図を含めて社会のあらゆる場面でのデジタル化
が急速に進展している現代において，「地理総合」
で求められる地図リテラシーとは何かについて，
情報リテラシー，メディアリテラシー，技術リテ
ラシーの 3つに分けて考察している。
以上が本書の概要であるが，本書を一読した上
での評者の所感をいくつか述べる。まず第 1章
で各学年別の地図学習として，「知識」の空間的・
内容的広がりに加えて，「技能」としての読図力
や作図能力の習得についてもまとめているが，高
校での GIS教育はその「知識」と「技能」両者
の集大成であるといえよう。そのうち「知識」に
ついては勉強すればいつでも身に付く（高学年に
なってからでも遅れを取り返せる）ものかもしれ
ないが，「技能」については小学校から高校に至
る年齢・学年の発達段階に応じた学習内容の構築
と習得がより重要であろう。その点に関しては，
地理以外のコンピューター技能や ICTに関する
段階的教育も GIS教育と大いに関わることであ
るし，高校段階では，第 11章で言及するように
「地理総合」などと同じく必履修化された「情報
I」との連携も重要であろう。
上記とも関連するが，高校で地理が必履修化し
たことによって，小学校・中学校の地理教育との

一貫性・連続性が重要になってくる。それは，本
書の第 1 ，2 ，4章あたりでも言及されている。
そのため，小学校・中学校の地理教育の現場が，
高校での必履修化をどのように捉えて対応してい
るのか，小学校・中学校と高校がどのように連携
しているのかに関心を持った。
一方，大学での地理教育・GIS教育においては， 
近い将来すべての学生が高校で地理・GISを学
んで進学してくる中で，どの程度の内容をどのよ
うに教えるかを再構築する必要が出てくる。少な
くとも高校の授業の繰り返しになってはいけな
いので，大学教員の側も高校での地理教育・GIS
教育の実際を知っておく必要がある。
また，大学での社会科・地理歴史科の教職課程
においては，GISについての座学と演習を組み
合わせた授業が必須になる。ただし，GISに特
化した単独の選択科目を設置しても，学生の専攻
分野などによっては敬遠され履修されない可能性
があるので，第 10章の実践例にあるように，地
理学全般を広く扱う必修科目内に組み込むことが
望ましいかもしれない。
本書によって以上のようなことを考えるきっか
けを与えられたのは，大学で地理学・GISを教え 
る立場にある評者にとって，非常に有意義なもの
であった。ただ最後に 1点だけ，もし将来本書
の第二版や改訂版が出るならば検討していただき
たいのは，はしがきで本書が注目していると述べ
ており，実際に多くの章で言及されていた，観点
別評価に関する導入の経緯や概要の説明が，第 1
部のどこかで欲しかったことである。評者にはそ
の知識がないので，もしそれがあれば本書の内容
をより深く理解できたであろう。とはいえ，本書
が小学校から大学までの地理教育・GIS教育に
関わるすべての人にとって示唆に富んだ書籍であ
ることは間違いない。

（山下亜紀郎）


